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乳化特性

的場輝佳，長谷川喜代三

il 的　 乳化特 性( 泗81 －7 ンパ7  質闘相 互作 用）IJ  . 食品､ ）重要?>'機能特性 の 一つであ

ら 。従来 、乳化特性 に関T るSit 究は.    フン!<.! 質。有効利 用s. a  的 とし て.    9 > パ フ% の

乳 化能 と解析 しre も のに集中 し ている。 しヵヽ レ5*1  脂の乳化特性E 詳細に検 討しre 例a 極

め て''/ な い。 本n 告I-  IT .   種^  CO 植 物性油 脂＆ 同い て,  単独あ るいa  混合油、お ぶびエ 又

テ ル交換油・* し化特性( 油fii - フンパ フ質系 ）に つい て蹟 討しT- 。

方法　 試料 とし て, コ ーン油- ゴ マ湘、X 豆油 、バ ーム油.    パ-   ム､戚 油.   ヤシ湘 乞明い

た。エ ステ ル交換 反た ぼNaOCHj  触媒 浹で行,  re 。 乳化浪性は、牛ia-;t了､レアミ ン溶痕Iこ

油Ss  i  /I口丸超 者波 発信器 で乳化 。後-    Pearce とKinse 収 の方法 でヽ測定 しre.  測衆に 用いrこ

-;≪脂 は, フロり ジ ＼しカラ ム・ヽ l 逸し.    Trほc山lycer・Uμﾌﾄ の物質% 除 去した。油脂 の脂紡叙 組

成 およ び炭素数 は がスワロマト アラフ'i  － でヽ分新 しμ 。

結 果　 単独 油脂・ 乳 化活性 の高さは以 下 のf＼l序 であ。re コ ーン油≪> ゴマ油'^  ?;､豆油>

i< ーム油>  '

は いずれ 七ﾉ、交柵 前に比 べて者u く低 下しre  。>!(! Iこ.   軋化 造性 のAh ニ種CO 油脂( コーン

■a し ぐーム裁 油 ）I  昆合割 合 と変ｽ｡ て乳化漕 性 と調 べUことこb  、混 音佃 の漕'14 ・ill きIf 各

油 脂単取 。造性 。高さの;1  音割合t  反映 し ていre  。f  片.   各混合油B. エ 又テ､ﾚ 交碓 ずると

軋 化活性､ぶ低 下しre 。yﾒ､上 の頴 栗、9 ン/＼ 7 質落痕1こおit る油fli ・ 転化-;* 性 ぼ、炭 素数 の

多 い脂瞎鹸! 含 有 すろ油妬 で高<  な 心傾向|こあるが。単に 、脂時折 組か こよっ て叉配きれ

る ″n Zり けぶ< Triac-yl絢c °rol分子種 の湘A によ ’ てﾝ% 配 丁れ るこ とμ示唆されfこ。

A 180 寡庭におけろ楊創 こ対 すら掌康則配湯。爽恥と？れりりSiflXjt (こつい て

乖海学園短大　　加藤保子

目的 食 ま箔 の欧風 川 こβ い、油 脂摂取量 が増 加i  1､ きてい§． 迪| ま酸敗 する と置 味 の

濁 化、粕 性オ加 箸嗜好纒 の低 下|こよ まりr.  栄養 の添f や毒性 とも肩 り ょい こな る.   そ

のJ-- IT)榎 取量 が漕 久るほ ど揚 油 と湾膏 し1  収扱う･又要 が生じてくら． ？こで今回15 、n. 大

佳 世苧 を対 象とし て.   油| 二関 ずる蔽眠 の知 誠? 嘔童 乖等健康 面I ヽヽの か々ヽ わソ と申､叫 こ意､蔵

調^k し、 その 矢態 と把 握 するとま/-.　 実障 に便 降]申の揚油 の眼 敗潭 と調 べ．酸敗I- 関i  る

知 繊 の肩無 と場ｼ由の脈 敗n  t  。関連枝 をもな わぜて律討 しμ.

方法　b 知 加 馴0 月、 短 丸'i.のlu 世帯 き対 象 とし 楊 将糎理 の曙好 性 揚 油 の摩理 方汰

汲 敗に闇i  げ 口城 、味奪回配慮 薯 の肯誠 調ま ＆実読 しに． 訂 こ同せ帯 でヽ便 用甲 の揚 油＼i検

伴 の醸敗渡 洋、 雌 油、 子わ ヘレビト-  /レ醇油( 邨郎 面)  及び刀>レ/t." ^ Iﾚ価 の三権 の方法 を

明いi 則乏 しrこ.   訂こ対が 携油1よ.   争敗如 脂 牟捜践 購入 して用いfご.

結果　 調 査対 象き帯 の家蕨泌 痢l.ﾑA- 蒙族 が 卯 ．、2  几猿 家蔵ぼ7/$り/. でヽヽ h フ. 楊裡粁

嫂 は 象液・ 好 か(u､ い め や. 掌 を的i ご々 ?  し い 哨. 陥) と乃λ で献 幻 こ取 入れられ ていμ．

り 砧H  のま帯r ば、 油 の酸 敗Iこつい てのr.ﾛ庫 包祷5  ,　その油 の状 暫 を桶丸化、痢 ぎれの ～

?.  粕桂 い 釦o 茅と認 絢 し、 その原 因 としてIf  な 気 との梼胆 、 鯵 、光等と回 居されrこ． 一

が、姻 抜取iiの留竟､々 こ しては、 亘/､ 満 、肥 森 て隔 の調引 こ汪-f-£ il^ い,    和 抑紐 溥荊目

希 し<   息 けi  t の で'あ 、r-.   －1こ陳 用字揚油 の敢畝濯･ぶ、対 瞭潤|こ火べ■ て冷I にi の あヽ,

nrt二 尋i.% 指 苓蒼岬 に 比べて 力ヽ 'iこ') 惑 いいｸ( ■･ ゐバ こ.  更lこ雌 訓 こf刃M る知鍼 と鋳 つ世

帯心ヽ す 用 しい い 神 の酸敗覆 は／砕たい ヽ世帯 てヽ■i史､固 守の 油 の鯛紅涙より 竜ヽド 悳 か丿 こ．


